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Qljeｓjjｑll

「 スタジ オ摩訳4!セ ブ ンはいつ から好iまｰ」たの？』

4jlｓrｓｅｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

昭和一12年４ 月1 1.1
その頃 は、５時35 分～611.jl迄のX5 分川 でした。

今の５時～ ５時30 分鳶組 になっ たのは４３年Ｕり1 7 11 から

て１す。

QIleｓμａｎ

ｒリ クエ ストカ ードは ー||阿改位く るの？』

４ ｎＪ!!ｌｅｙ

「 そ うで す ネ、-1 1 150枚 位です ね」
最近は帥 々セ ン スの良い イラストや。 行 者らしい 詩が 多

くなｰ･・でい ます。
力作・傑 作を サデス タの41,3「示」阪で肘4介し ており 、話燧1を

よんでい ます。

QlleｓEiQn

「1『1r!i者として 、ど うい う時 が一一盾1哨しいの ？』

ylylｓ ｕi ぞ「

なん と言 って も、 皆 さんと一部 にこの 番批 を作っ て るん

だ と肌 で感 じる峙 で す ね。放送巾 に司 Ｍ をr卜 ）た り 、サ

テ 父 夕前の皆 さん が活 発に発ｊ･して く れたり、いろ ん な

お便り を弁いて く れた り。 みん ながlnりi的 にこの･梁川｡に

参加 し’とく れる11々 が一一番嬉 しい/゛､1で すよ。
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平 野勝 男

平野勝男

冬はスキ一がお好き。

ガ フシリしたずんぐり町!ゆえに、サッソ･-とは豚

かない。IM いカタマリとなｰつて、喘･の｣こをふ｡Ｊと

んでｈ-つたそのあとに、思いがljなくも兄小なシ

ュプールが残されているのであろ、EI ツトに、ボ

ーリングにと･ 通り･は何でもこなすスポーツマン

存はドライブ'がむ好 き。

床から天井から、凪も雨lj遠慮々くとび込んでく

るオンボl･ ・ スポ･-ﾂ ・力一一に兄りJりをつけ、μ

近カローラ121剛ハイｉ’ラックスにのりかえた。

･･人でいる11剥l k'jマンチックが｡お好き。

爰の詩を｜|づきみ、以ぐみ、そしてワカメ

ちゃんならぬ未｡米のオヨメさんに剋1いを

はせるカッ4- jrlである。

高 橋 千 明

「 天 眼 一 本80 円 も す

る の よ 。 牛 肉E1 高 い

か らIII リ マ で ガ マ ン す

る わ」あ の11 ’えｰ･,イ ーの| ｜

此から ギ ーjツと す るほ ど、世帯

じみた､活匙iがと び出 し、 まわり

ぴ)人を慌;て させてい る。

最近 とみ に大､八、に なりた がり 、料月!・瀞扁sl勿の勉 強

に余念 がない。｡お 化･11Eも専門家の アド バ イ スで変

-･Jで来 た し、和 服 を酋 ると4如こ色-)4ｒく 見えたり

もする から。 不思議だ。 かと思 うと シｊ － ト カッ

トの カ ツラをかぷり 、ブ ルー シーンに皮 シャ ン姿

巡 転 免許 甕i!1=に挑戦 す るん だと張 り 切る。 あ のキ

ャシャで荊|レ､ そり した休の無 事を哩っ て諦 らめ さ

せよ うと１'るのだ が… ………

9削=liｶk行 は、彼と 交代でj11!･LKし ながら の|｣'い ド ラ

イブ を弔£みてい るのかもxI]れ ない。
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安田立和

ネタタイをきちんとしめた姿より、セーターにプレザ一の方が、この

入らしく、若･liのアイドルにふさわしい。

５時の時報に。ボンボン時計を鴫らしてみたり、ｃＭソングに介いの

手を入れたり ダカダ”なる奇妙な声の相棒をnりｕli,したり、一独･持の

アイデ１７とセンスでj兌代ヤングをよくとらえている。ホップ久 一マ

ニアがさらに岫じて、lll 二 海1!Isi版あつめに懸 命。此重・珍1砂なレ＝･

一ドをオン'「-ｱ しては、ホップス ープ７ンをよろこぱせている。

今に、三陸沖に船を浮べて海.U呪放送1.1を川設、 一

人で2411y間シャペり通すことだろう。が目下のと

ころ、愛｣娘良知･j'-ちゃんを歌･､た｢ 我が心の真知

'「･｣ なる海賊レコード作成に蛮力をあげていると

か。

り･11　 φ･安 田 立 和

海老 名 真理子

､4 jlから安 川 アす･の パ･--ﾄﾅ 一一と して登丿易-1-る

ゴ ムまりの ような 町愛 い娘。

常 にビ ー ルの低い靴 を愛川 、 気どりの ない 庶民

的 なとこ ろ が親 し まれる。

学 生|時代にはμ:F 体1琴で 、国 体にもn｣μ､1,sし たこ

との ある スボ ー－ツ ーウーマ ン。 その頃 は、ぽｰ･Ｊ

そり 、 スマ ート、 なかなかの 美人だ ったと 本人

はい う。

最近i北行 のj皮にのっ て、 シi=j一ト ーカ ーｙl のヽ か

1　11　 ！
海 老 名 真 理 子

つらを買-l,た。久性連からはセンスが良い。よく似合うと好評を得たが

男性族からは意外や不評。とどのつまりは、押人ぴ)中に峨らせている。

女ゆえの18.邨{}円の批。

FR7 ，S /1, 7’ ＆ ＳＵⅣ

松田 健 一

1－ンボより も「 カマ キリ」の 方がピ ー７夕りす るん

じ ゃない かと の 新説 がi兌われ、 今本 人も枇iんで い

る。確 かにオこlヤンマ や｡塩辛 ト ンボのよ うに、無

骨 で も な11-れば 、貧111で もない。 す-Ｊきりした｡袴

こなし、 最畠 の･･ｔ ン スをもっ た シヤレり弧 そして

カマ キリの よ うな クー ルな切 れ昧 をも-J た｡・ 義ii

で あ る。

i升ぎす まされたラ’リ ケ ーl なヽ 神一経を隅 々まで 俐1か
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松 田 健 一

一時で 、 ス イ ー ト ー41－ ム を敞IU ° ’ ･風 変 ’゙た 佃　 小 野 美 樹 枝

性 的 な 家 を 建 てヽ ア イ ヌ犬 ’‘頭 とヽ ３ 年 越 し　 サ テ リ イ ト ・ ス タ ジ オ

の 恋 愛 の 木 結 ば れた 奥 さん をiil愛 が｡ 、て い　 に 一一度 で も 米 た 人 な ら 、

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご な じ のj4 り で あ る、、卵ミか

ス タ イリ スト に 似 あ わ ず、 ニ ン に クのi尺　 に　l’ポ･ン=μ:ｊ ち ゃ ん に 、 よ

山 人 ９ た朝 鮮 料 理 が 大 好物 ゜ 日 の ゆ が　　 く似 て い る.l　し か し 、 ス タ

む ほ ど 辛い キ ムチ を ず然 と バ リ バリ　　　　 イ ルは お 腹 の 出 た 狸 の イ メ

や る。 や ９ ばり 、 カマ キリ ガ ふ さ　　　　　 ージと は 遠 い 、 す らり と Ｌ

わし い よ うだ 。 た卵1い足 を もつ な かなかのフ･ｕﾓｰ-ﾝE ，ン。

この1,1!小:な姿 体を兄 るため に、 わざ わざ サテ ス

タに 米る 商校生 もい ると か。で も、 彼 なの 人気

の秘 密は 、 も ちろん それだけで は ない。 人 きい

|こjを クル クルさせ ながら：片者 と真 剣 に､taし 嗇 う

真 摯な態度 が人 贋`をあつ めてい るの だ。

かく なる、 ポンポ コ ちゃんも 、と きに豺石み をも

つ こと もあ る。 そん なと きは．Ｆｔ･｢りごＭら れて

旅 に出 る。 しかし 、fl 独な 一人旅 を気どって も

生 れ故郷の戮1穴が遠 ざ かるにつ れ４こ哨111く なり。

未だロ ーカル'ぷ'出 のj或をj悦し ない。

小 野 奥 轟 轟　
所一詮彼女の1qiみなど利1瑕入りの‥･つもすれば。

ケロリと解ii'i。またまた元気な姿でサテスタに

j見われるのである。
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スタジオ馨輦屎７が出米て以来、いや、このサテス

タ番組を作９だのがこの人。去年の秋以米、マイ

クから離れているが、ｓＭ７のチー－フとして厳然

と光一）でいる、いや光９でいるばかりでなく、17

者との交i北が忘れがたく、サテスタにふらりとや

って米では、とび入り出i寅している。

好奇心がn1に|IE盛で、一皿興叫ﾐをｎ･つとトリトン

まで誰|ぺあげないと気がすまない。

何でもよくご存匈|の「雑学の大家」である。ごｰｷ1ぞのｰ')ぶし力から皿

法第7加 急にいたるまで、何でも明暗なる解答をしてくれる。と'うぞ、

ご41H11のぽどを／

若占をこよなく紫し、自らも常に若い訊でいるのだが…………焚毛剤の

ききめがJ見われ、ミドリの黒髪がi完令に生えそろうまでには、まだま

だかなりかかりそうだ。

こ の 番 組 は　 若 者 遣 み ん なの 参 加 に よ っ て 作 ら れて い く

Ｔ

Ｉ

・

－

－

－

・

・

若さ力９暴発し　1執論となり　楽しい語らいは

笑いをよぷ。

懐しい嗇楽が　 そしてまた　まだ洲いたこと

もない　新しい曲がとぴだ-j-･-･･･………………

それが　スタジオ緑屋セブンです
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☆緑風仙台駅前･ぶ７陪の

ザヂライ1‥ スタジオに墜ろう.／

☆噸:話で番細.に参力||しよう．／

（0222 ）２３－２３７９

☆ リ クェ ス1 をヽ出 そう.ノ

意兄 をr云えよ う.／

仙f μ11央1.ふ|疋内　 咀.IL,欣送 ラジ オ

スタジ オ繰屋７ の係 （、夥980 －9ｎ
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